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修士論文要旨
児童を対象とした身体活動量増強プログラムの開発と評価
一学校における休み時間の遊び活動に着目して－
DevelopmentandevaluationofthephysicalactivityprograminschooIchildren
Focusingonactivityduringrecess
相澤
【序論】近年、ライフスタイルの変化とともに子どもの体
力低下や肥満児が増加し、将来の問題として発展する危険
性が危快さ咋ている。本研究では、その一因として考えら
れる子どもにおける身体活動量の減少に着目し、論議を進
める。この身体活動量減少への対処として、現在、諸外国
において子どもを対象とした推奨身体活動量ガイドライン
の設定や身体活動量増強を目的とした介入研究が進められ
ている。わが国では、これまで体力向上の名の下に、運動
やスポーツを中心とした取り組みが行われてきた。しかし、
近年、運動やスポーツを中心とする取り組みから、それら
を含めて日常の身体活動量増強に焦点を絞って体力向上を
目指すというように、介入の視点がシフトしてきている。
本研究の目的は、1）児童の身体活動状況を明らかにし（研
究1）、2）児童を対象として学校を基盤とする身体活動量
増強プログラムを開発し、そのプログラムの効果と有用性
について包括的に評価することであった（研究2）。
【研究1】児童の身体活動に関する調査
日的・方法：子どもの身体活動状況について遊び活動を中
心に明らかにすることを目的とした。介入校の全学年児童
565名を対象に質問紙調査を行った。質問内容は、①身体
活動関連、②休み時間の遊び活動、および③放課後、休日
の活動状況である。
結果・考察：（1）児童の身体活動水準は5、6年生において
男女差が生じ、女子の身体活動水準の著しい低下が示され
た。、また、活動水準の低い時間帯は、学校内の休み時間で
ある手車狸車重っ考。（2）放球後、休日の＿遊び活動昼＿6年
生になると座位活動が増加することが示された。研究1の
結果を基に、研究2におけるプログラム開発では、休み時
間に焦点をあてた遊び活動増強プログラムを開発した。
【研究2】身体活動量増強プログラムの開発と評価
［研究2－1］プログラム開発
プログラム開発の3次元軸（竹中、2004）の考え方に基
づき、社会的認知理論を理論的背景とするプログラム開発
を行った。プログラムは全学年児童を対象とし、高学年に
焦点を絞りながら教師主導から児童中心へとステップ方式
に進み、歩数計を用いたセルフモニタリングを取り入れた。
プログラムの流れの枠組みは、Promoting Lifestyle
ActivityorYouth（PLAY；Pangrazieta1．，2003）を参考
にした。
文（命aAizawa）　　　指導：竹中　晃二
［研究2・2・2－3］プログラムの評価
目的・方法：プログラムの評価として、プログラム前後に
おける対象者の変化（アウトカム評価：研究2－2）とプロ
グラム自体の評価（プロセス評価：研究2・3）を検討した。
プログラムの対象者である児童と提供者である教師を対象
に調査を行った。調査内容は、アウトカム評価として、①
身体活動量、②身体活動関連要因、および③心身の変化で
あり、プロセス評価としては、①プログラムの構成要素と
実嘩ツールの評価と②プログラムの改善点であった。
結果①アウトカム評価：介入校の全学年でプログラム後に
歩数が増加し、休み時間の活動水準も増加した。介入校と
統制校との比較では、両校とも歩数が増加したが、介入校
の方が有意に歩数の変化率が高かった。また、介入校では
身体活動の恩恵感がプログラム後に高まり、不定愁訴が減
少した。しかし、セルフエフイカシー（SE）の増加は見ら
れなかった。
結果②プロセス評価：プログラムの内容は、児童にとって
楽しめるだけでなく、プログラム提供者である教師にとっ
ても楽しめるものであったことが示された。プログラムの
補助ツールに関しては、情報量、質ともに適当なものであ
り、プログラムを実践する上で役立ったと評価された。
【研究2・粛FGI法を用いた今後の展望
目的・方法：プログラムのフォローアップ評価と今度のプ
ログラム開発のための情報収集を目的として、介入校の教
師（2groups）と運動習慣のない高学年児童男女（4groups）
を対象にフォーカスグループインタビュー（以下PGI）＿を
行っ＿た。質問内容は、①プログラム実践後における児童の
様子、②身体活動の促進要因とバリア要因、および③身体
活動増強において教師が実践可能な働きかけである。
結果・考察：PGIの結果を基に、今後のプログラム開発に
おける推奨する活動内容と推奨方法を提案した。活動内容
として、レクリエーション活動や、女子には遊具を使った
少人数で実践可能な活動的な遊びを提案するこ羊の有効
性が示さ．れた。推奨方法としては、男女一同に働きかける
のではなく、対象者を性別や活動の好みでセグメント化し、
周りの人的サポートや環埴面からのサポートを充実させ
ていく必要性が示唆された。その中で、教師は、まず児童
が身体を動かすきっかけづくりを行う役割が求められる。
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